
防災特集

これからの季節、大雨や台風など命の危険が伴う自然災害が発生しやすくなります。
いつ起こるかわからない災害に対しては「災害が起こる前」に備えておくことが大切です。
この機会に、大雨や災害時に備え今すぐできる準備や、日ごろからできることを考えていきましょう。

大雨等に備えた事前の対策

６月ごろから１０月ごろまでは、大雨や台風などによる洪水や土砂災害が発生しやすい時期です。
本市では昨年度、大雨による気象警報が６回発表されました。また、令和５年６月２日の大雨の際には、土砂災害警

戒情報が発表されたことから、避難情報警戒レベル４「避難指示」を発令することとなりました。
これから大雨などが発生しやすい季節がやってきます。今年も同じような状況になる可能性も十分考えられますの
で、早めの備えに努めましょう。以下を参照してください。

●非常持ち出し品の準備
最低３日分（できれば１週間分）の食糧、水、医薬品、懐中電灯などをリュックサックなどに入れておき、非常時

にすぐに持ち出せる場所に保管しておきましょう。
●自宅の安全対策
普段から雨戸や瓦、雨どいなどが傷んでいないか、排水溝に詰まりはないかなど、家の内外をチェックしましょ

う。 台風発生時には、カーポートの屋根を補強したり、物干し竿や植木鉢など風で飛びそうなものを室内へ移動
させておきましょう。
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『今見直す、防災対策』

2.情報収集
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1.日頃からの備え

ハザードマップ
「香芝市総合防災マップ」は、市全域の洪水浸水想定区域・土砂災害警戒区域などを記載した
地図とさまざまな災害に関する啓発記事を掲載しています。

●避難の際の心得

●災害時の連絡方法
家族や近隣住民との連絡手段を確保し、避難時にお互いの安否確認を行いましょう。

3.緊急時の行動

市HP南海トラフ地震臨時情報
令和6年8月、宮崎県で震度6弱を観測した日向灘を震源とする地震の発生を受けて、気象庁は初めて

「南海トラフ地震臨時情報（巨大地震注意）」を発表しました。不安や戸惑いを感じたかたも多かったのではな
いでしょうか。南海トラフ地震臨時情報とは何か、発表されたらどのような行動を取ればいいのかを考えてみま
しょう。

ローリングストックとは、普段から少し多めに食材や日用品を買って
おき、期限の近いものから順番に使っていくことで、常に一定量の食
糧などを家に備蓄しておく方法です。
「非常時の防災食」として長期保存が可能なアルファ化米や乾パン
などに食べ慣れておくことも大切ですが、ローリングストックを上手く
活用すれば、いざという時にも日常生活に近い食生活を送ることが
期待できます。

テレビ、ラジオ、インターネットな
どを通じて、常に最新の気象情報
を確認しましょう。
　前もってYahoo！防災速報のア
プリをダウンロードしておくとさま
ざまな防災情報を受け取れます。

避難指示などの避難情報は
緊急速報メールや市ホーム
ページ、Yahoo！防災速報、市
LINE公式アカウントなどでお
知らせされます。
避難情報が発令された場合
は、速やかに避難を開始してく
ださい。

停電情報アプリに地域を設定す
ると、その地域で停電が発生した
際にプッシュ通知で情報が届き、
復旧予定時刻などが確認できま
す。◆問合先　関西電力送配電

☎0800－777－3081
（通話料無料）　　　　　　　

南海トラフ地震臨時情報の種類と、発表されたときにどうするのか？

○南海トラフ地震臨時情報（調査中） ○南海トラフ地震臨時情報（巨大地震警戒）

○南海トラフ地震臨時情報（巨大地震注意）

○南海トラフ地震臨時情報（調査終了）

「南海トラフ地震臨時情報」とは、南海トラフ沿いで異常な現象を観測された場合や地震発生の可能性が
相対的に高まっていると評価された場合等に、気象庁から発表される情報です。
情報名の後にキーワードが記され「南海トラフ地震臨時情報（調査中）」などの形で情報発表されます。
マグニチュード（M）6.8以上の地震等の異常な現象を観測した場合、はじめに、気象庁より5～30分後に南
海トラフ地震臨時情報（調査中）が発表されます。その後、「南海トラフ沿いの地震に関する評価検討会」の臨
時会合における調査結果を受けて、該当するキーワードを付した臨時情報が発表されます。

観測された異常な現象が南海トラフ沿いの大規模な
地震と関連するかの調査が開始された場合
⇒今後の情報に注意し、非常持ち出し品や家族との
連絡手段、避難情報を確認しておきましょう。

南海トラフ沿い想定震源域内プレート境界でM8.0
以上の地震が発生したと評価された場合
　⇒日頃からの地震の備えを再確認し、津波からの避
難が間に合わない地域では１週間程度避難しましょう。

南海トラフ沿い想定震源域内プレート境界でM7.0
以上でM8.0未満の地震が発生したと評価された場合
や、ゆっくりすべり（揺れを感じることがない、プレート境
界面のゆっくりとしたずれ）が観測された場合
⇒日頃からの地震の備えを再確認しましょう。

巨大地震警戒及び注意のいずれにも当てはまらない
現象と評価された場合
⇒地震の発生に注意し、通常の生活をしましょう。

災害は、いつ起こるかわかりません。ご自身と大切
な家族を守るために、今すぐできることから始めて
みませんか。

安全な場所にいる人は、指定緊急避難場所に行く必要はありません。
例えば、洪水の場合、浸水深によっては、垂直避難と呼ばれる「自宅の2階」や「近隣の高い建物」といった高い
場所への移動も有効です。土砂災害の危険がある区域では、指定緊急避難場所だけでなく、安全な親戚、知人
宅やホテルなどに避難することも考えましょう。
災害時は徒歩での避難が推奨されます。緊急車両の通行の妨げとなるので、車での避難はなるべくお控えください。
また、市の指定緊急避難場所は全施設が一斉に開設されるわけではなく、災害の状況等に応じて段階的に開
設されるほか、施設の状態によっては開設できないこともあります。災害時は、どの施設が指定緊急避難場所とし
て開設されているか、その都度、市からの情報を確認するようにしてください。

市役所３階の危機管理課窓口で配布しているほか、市ホームページからもダウンロード可能です。
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